
我が国に対するテロの脅威

我が国に対するテロの脅威が現実のものとなっている

● ホームグローン・テロリストの脅威
国内にもISIL支持者等が存在

● ソフトターゲットを標的としたテロ事件の脅威
ISILやAQ関連組織もソフトターゲットに対するテロ

を扇動

テロ対策を強力に推進していく必要性

最近の国際テロ情勢

● 先進国におけるテロの発生状況

● ISILが日本をテロの標的として名指し
オンライン機関誌「DABIQ」等において繰り返し名指し

● 海外邦人に係るテロ事案の発生
バングラデシュ・ダッカにおける襲撃テロ事件において

邦人被害が発生（2016年７月）

英国・ロンドンにおける地下鉄テロ事件（2017年９月15
日）
ロンドン南西部のパーソンズ・グリーン駅において、地

下鉄車内で爆発が発生し、約30人が負傷。

米国・ニューヨーク市マンハッタンにおける車両使用テ
ロ事件（2017年10月31日）
自転車専用レーンをトラックが走行し、通行人を轢過。

ハロウィーンを狙って実行した可能性。８人が死亡、12人
が負傷。

最近の国際テロ情勢と我が国に対する脅威について

● 東南アジアにおけるイスラム過激派の脅威

フィリピン・マラウィ市占拠事件（2017年５月23日～
10月23日）

フィリピン南部マラウィ市の一部
を親ISILの過激派勢力が占拠。

10月23日、フィリピン政府が戦闘
の終結を宣言。 マラウィ市

出典：google map
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